
ふるさと日光応援寄附申込書（記入例） 

 
令和   年   月   日 

日 光 市 長 様 

               【寄附者】 

◇ ご住所 〒   －                 

 

                          

 

(ふりがな）     

◇ お名前                       

 

◇ 電話番号                      

 

 

◇ メールアドレス                   

  

私は、次のとおり日光市へ寄附を申し込みます。 

１．寄附申込金額 

 

                                円     

                              

 日光市では、下記のサイトにより返礼品を用意しております。ご希望のサイトにチェック

を入れていただき、希望する返礼品をご記入ください。 

 また、返礼品を希望されない場合は、希望しないところにチェックをお入れください。 

 

□「ふるぽ」 → １万円以上をご寄附の方には1000円ごとに後日、寄付金額の３割のふるさ

とチョイスのポイントを付与します。その後、一覧をお送りしますので、

ポイントを使って返礼品をお選びください。「ふるぽ返礼品一覧」を添付い

たします 

         ※一部返礼品についてはメールアドレス記入が必須となります。 

 

 □「さとふる」 →別紙「さとふる返礼品一覧」より、申し込み金額に合わせて返礼品をご記

入ください。※メールアドレス記入が必須となります。 

 

 

 

□「ふるなび」 →別紙「ふるなび返礼品一覧」より、申し込み金額に合わせて返礼品をご記

入ください。 

※一部返礼品についてはメールアドレス記入が必須となります。 

 

 

 

 

□ 返礼品を希望しません 

 

２．ご寄附の方法 

 ご希望される寄附の方法を選択してください（選択欄１つに○印をご記入ください）。 

 

選択欄 ご寄附の方法 選択欄 ご寄附の方法 

 
（１） 郵便振替 

（手数料は無料） 
 

（２） 銀行振込 

（振込手数料は個人負担） 

   
（３）現金書留 

（送料等は個人負担） 
  

 

 

  

  

  

裏面へ → 

提出日を記入して下さい。 

必ず寄附されるご本人様のお

名前をご記入ください。なお、

寄附控除を受ける方、決済を

する方が同一である必要があ

ります。 



 

３．寄附金の活用を希望する事業 

 次の６つのメニューの中から、活用を希望される事業を１つ選択してください（選択欄に○印

をご記入ください）。 

 

選択欄 事業の種類 

 
市長におまかせする事業 

 子育て、健康、福祉、医療に関する事業 

 環境の保護及び保全に関する事業 

 観光の振興、産業の発展に関する事業 

 教育、文化、スポーツの振興に関する事業 

 防災、公共施設の整備に関する事業 

 人口減少対策、まちづくりに関する事業 

 

 

４．ワンストップ特例制度の申請書の希望について 

ご希望される場合は、寄附金受領証明書とともに申請様式を送付いたします。 

申告特例申請書にご記入いただき、必要書類を添付のうえ、ご返送ください（寄附をした年の

翌年の１月１０日必着）。 

 

 

希望 

 

有 ・ 無 

 

※この制度の適用を受けるためには、以下の条件を全て満たす必要があります。 

①確定申告をする必要がない給与所得者等であること 

②１月１日から１２月３１日まで寄附をした自治体数が５団体以内であること 

 

 

５．ご寄附の理由等 

 今回、日光市へ寄附しようと思われた理由や日光市への応援メッセージ、ふるさと日光応援寄

附に関するご意見を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

◎ご記入が終わりましたら、Eメール、郵送等で下記までお送り下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

日光市秘書広報課シティプロモーション係  

〒321-1292 日光市今市本町1番地 

TEL 0288-21-5135 FAX 0288-21-5137 

E-mail:hishokouhou@city.nikko.lg.jp 

 

ワンストップ特例制度は、確定申告を行わなくて

も控除を受けられる便利な仕組みです。制度の適

用を受けるには条件があり、申請書と合わせて下

記の書類が必要になります。 

【個人番号カードをお持ちの方】 

・個人番号カードの表裏の写し 

【通知カードをお持ちの方】 

 ・通知カードの写し 

・顔写真付き身分証の写し（運転免許証など） 

   ※顔写真がない身分証の場合は２種類必要 

【確定申告が必要な例】 

・年収2000万円を超える会社員 

・住宅ローン控除や医療費控除の

確定申告をする場合 

・自営業やフリーランスなど確定

申告をする場合 

 


